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民
間
企
業
が

出
す
広
報
誌
に

は
、
従
業
員
向

け
の
社
内
報
と

外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
誌
と
そ
の
両

面
を
目
指
す
３
種
類
が
あ

る
。
昔
、
武
田
薬
品
の
広
報

誌
に
抜
歯
後
患
者
が
風
船
を

膨
ら
ま
せ
よ
う
と
し
た
ら
顔

面
が
膨
ら
ん
だ
と
い
う
興
味

あ
る
症
例
が
載
っ
て
い
た
。

　

現
在
、
多
く
の
薬
品
や
化

粧
品
の
メ
ー
カ
ー
は
結
構
広

範
囲
な
情
報
提
供
を
し
て
い

る
。
営
業
や
開
発
の
部
門
か

ら
独
立
し
て
自
由
な
活
動
が

認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
か
つ
て
の
サ
ン
ト
リ
ー

の
広
報
誌
は
当
時
流
行
し
た

ト
リ
ス
・
バ
ー
で
酔
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
、
後
に
直
木
賞

作
家
な
ど
多
数
の
流
行
作
家

か
ら
著
明
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
ま
で
を
輩
出
し
た
。
ま

る
で
文
壇
の
サ
ン
ト
リ
ー
派

と
で
も
言
え
そ
う
な
一
群
で

一
時
代
を
築
い
て
い
た
。

　

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
一
見
す
る
と
数
社
の
寡
占

で
頂
上
を
形
成
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
広
大
な
中

腹
か
ら
裾
野
に
は
し
ぶ
と
く

発
行
を
続
け
る
無
数
の
機
関

紙
や
広
報
誌
が
繁
茂
し
て
い

る
。
本
紙
は
協
会
の
機
関
紙

だ
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と

し
て
の
独
自
性
も
見
識
も
問

わ
れ
て
い
る
。

部
地
区
）
か
ら
「
救
援
募
金

は
被
災
各
県
に
送
金
し
た
と

い
う
記
述
で
は
分
か
り
に
く

い
。
義
援
金
口
座
な
ど
明
確

に
す
べ
き
」
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。
藤
井
佐
都
樹
評
議
員

（
南
河
内
地
区
）
か
ら
は
事

務
局
体
制
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
、
伊
津
理
事
長
が
答
弁

し
た
。
被
災
地
で
歯
科
医
療

支
援
に
あ
た
っ
た
戸
井
逸
美

氏
（
大
阪
市
東
部
地
区
）

議
案
・
11
年
度
予
算
案
を
説

明
。
被
災
地
支
援
を
強
め
る

た
め
に
災
害
対
策
積
立
金
か

ら
取
り
崩
し
て
計
上
し
た
こ

と
や
、
創
立
40
周
年
記
念
事

業
へ
配
分
し
た
こ
と
が
特
徴

だ
と
話
し
た
。

　

５
号
議
案
で
は
、
新
任
３

人
を
含
む
理
事
24
人
、
監
事

２
人
を
提
案
し
た
。

　

１
号
議
案
に
つ
い
て
、
福

西
啓
八
評
議
員
（
大
阪
市
西

差
額
処
理
案
に
つ
い
て
は
、

災
害
対
策
積
立
金
な
ど
に
計

上
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

三
井
泰
正
理
事
は
、
４
号

　

計
測
さ
れ
る
放
射
線
量
に

つ
い
て
、政
府
や
マ
ス
コ
ミ
、

多
く
の
専
門
家
は
「
し
き
い

値
」
論
に
基
づ
き
、「
何
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
だ
か
ら
安
全
だ
」

「
た
だ
ち
に
問
題
に
な
ら
な

い
」
な
ど
と
強
調
し
て
い

る
。「
し
き
い
値
」は
、
被
曝

に
よ
る
障
害
の
発
症
率
が
５

〜
10
％
に
達
す
る
被
曝
線
量

な
個
人
差
が
あ
る
か
ら
だ
。

晩
発
性
障
害
が
問
題

　

放
射
線
影
響
研
究
所
の
前

身
の
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
が
実
施
し
た

広
島
と
長
崎
の
被
爆
者
調
査

ー
ベ
ル
ト
に
な
る
と
５
・
７

％
が
脱
毛
を
発
症
し
た
。
敏

感
な
人
は
、
放
射
線
量
が
10

分
の
１
で
も
、
１
０
０
分
の

１
で
も
発
症
す
る
。「
健
康

に
影
響
し
な
い
」
と
主
張
す

る
人
た
ち
は
、
わ
ず
か
で
も

も
の
で
早
期
発
見
に
努
め
る

べ
き
だ
。

　

放
射
線
障
害
は
、
急
性
と

晩
発
性
が
あ
る
。
急
性
障
害

は
、
被
曝
し
て
１
〜
２
週
間

か
ら
数
カ
月
以
内
に
下
痢
や

脱
毛
、
紫
斑
な
ど
を
発
症
す

県
民
の
が
ん
死
亡
率
を
調
べ

た
広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医

科
学
研
究
所
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
１
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
曝

で
年
間
が
ん
死
亡
率
が
約
０

・
15
％
増
加
す
る
。
個
人
差

も
あ
る
が
、
が
ん
の
発
症
の

る
。
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

被
曝
は
幸
い
ま
だ
急
性
症
状

が
問
題
に
な
る
被
曝
で
は
な

い
が
、
晩
発
性
障
害
が
問
題

で
、
曲
型
は
が
ん
で
あ
る
。

被
曝
者
と
非
被
曝
者
の
広
島

発
症
す
る
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
な
い
。
政
府
は
原
発
事
故

に
よ
る
被
曝
の
影
響
を
把
握

す
る
た
め
に
、
白
血
球
減
少

症
の
よ
う
に
検
出
し
や
す
い

で
は
、
４
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
で
０
・
15
％
、
１
・
５
シ

の
こ
と
で
、
一
定
の
線
量
以

下
で
は
大
丈
夫
と
い
う
説
明

は
正
し
く
な
い
。
被
曝
に
よ

る
障
害
の
発
症
に
は
、
大
き

歯
科
」
運
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
、
２
号

議
案
・
10
年
度
決
算
報
告
案

を
説
明
。
３
号
議
案
・
収
支

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
は
、
憲
法
の
理
念
に
基

づ
く
平
和
的
生
存
権
、
平

和
・
民
主
主
義
・
社
会
保

障
の
充
実
を
理
念
と
し
て

「
会
員
の
生
活
と
権
利
を

守
り
、
国
民
医
療
を
発
展

さ
せ
る
」
目
的
で
、
40
年

前
に
１
０
０
人
の
先
生
方

が
発
足
さ
れ
、
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
日
、
３

８
５
０
人
の
先
生
方
が
会

員
と
し
て
、
協
会
の
様
ざ

ま
な
活
動
を
支
え
て
こ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
理
事
長
に

指
名
を
し
て
い
た
だ
く
に

あ
た
り
、
協
会
の
理
念
と

目
的
を
全
力
を
挙
げ
て
前

へ
進
め
、
会
員
の
先
生
方

が
誇
り
を
持
ち
、
歯
科
医

療
に
打
ち
込
め
る
医
療
制

度
に
、
ま
た
、
府
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
歯
科
受

診
で
き
る
保
険
制
度
の
充

実
の
た
め
努
力
し
て
ゆ
く

所
存
で
す
。

　

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

協
会
は
第
47
回
通
常
評
議
員
会
を
５
月
21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
社
会
保
障

拡
充
や
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
患
者
負
担
軽
減
な
ど
を
め
ざ
す
２
０
１
１
・
12
年
度
活

動
方
針
案
や
11
年
度
予
算
案
、
理
事
・
監
事
選
出
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。
ま
た
、
評
議
員
会
後
の
第
３
回
理
事
会
で
、
新
理
事
長
に
小
澤
力
氏
を

選
出
し
た
。（
２
面
に
評
議
員
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
・
監
事
一
覧
）

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
あ
い

さ
つ
で
、
協
会
の
成
果
を
紹

介
し
、「
会
員
数
の
伸
び
と
共

に
協
会
の
存
在
意
義
が
高
ま

っ
て
い
る
」
と
強
調
。
創
立

40
周
年
を
迎
え
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
運
動
を
強
め

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
09
・

10
年
度
総
括
、
11
・
12
年
度

方
針
」
を
提
案
し
た
小
澤
力

副
理
事
長
は
、「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
や
消
費

税
増
税
な
ど
、「
社
会
保
障

を
破
壊
す
る
」
政
策
に
強
く

反
対
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

重
点
課
題
は
「
社
会
保
障
充

実
で
あ
り
、
患
者
負
担
軽

減
、
診
療
報
酬
改
善
で
あ

る
」
と
し
、
会
員
の
権
利
と

国
民
医
療
を
守
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
と
訴
え
た
。
被

災
者
支
援
に
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。

　

辻
本
勝
副
理
事
長
は
、
被

災
各
協
会
に
見
舞
金
を
支
出

し
た
こ
と
や
、「
保
険
で
よ
い

府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
を

問
う
決
議
と
原
発
依
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
転
換

を
求
め
る
決
議
を
満
場
の
拍

手
で
採
択
し
た
。

◇

　

理
事
会
で
は
、
理
事
長
に

は
、
現
地
の
状
況
を
報
告

し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

１
号
議
案
は
、
指
摘
部
分

を
修
正
の
上
、
２
〜
５
号
議

案
は
原
案
通
り
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。
最
後
に
、
政

小
澤
氏（
新
）、
副
理
事
長
に

貴
島
正
彦
、
下
井
戸
昭
介
、

辻
本
勝
、
冨
本
昌
之（
新
）、

三
井
泰
正（
新
）、
山
上
紘

志
、
吉
田
裕
志
各
氏
を
選
出

し
た
。

生
に
は
「
こ
ん
な
こ
と
も
し

て
い
た
ん
だ
」
と
、
歴
史
を

参
考
に
こ
れ
か
ら
の
運
動
を

考
え
る
一
助
に
し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

協
会
は
、
歯
科
医
療
従
事

者
と
国
民
・
患
者
が
共
に
喜

び
合
え
る
社
会
（
憲
法
を
守

り
、
な
か
で
も
25
条
・
９
条

が
光
輝
く
社
会
）
へ
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
、
私
は

常
日
頃
考
え
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
歴

史
の
創
造
に
向
か
っ
て
、
今

後
と
も
協
会
を
支
え
て
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
本
誌

の
紹
介
と
し
ま
す
。

（
貴
島
正
彦
・
創
立
40
周
年

企
画
委
員
会
委
員
長
）

の
健
康
管
理
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

汚
染
土
壌
の
処
理
を
含
め
た

農
業
な
ど
の
安
定
的
再
開
、

海
洋
と
水
産
物
の
汚
染
の
き

め
細
か
い
測
定
と
公
表
が
必

要
で
あ
る
。

　

原
発
は
未
完
成
な
技
術
で

あ
る
上
に
、
地
震
が
多
く
人

口
が
密
集
し
て
い
る
日
本
で

は
、
い
っ
そ
う
危
険
性
が
高

い
。
一
刻
も
早
く
原
発
を
終

息
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
含
め

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換

す
べ
き
だ
。

　

（
さ
わ
だ
・
し
ょ
う
じ　

 

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

 

（
お
わ
り
）

増
加
は
被
曝
線
量
に
比
例
す

る
の
で
「
一
定
線
量
ま
で
被

曝
し
て
も
良
い
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
放

射
線
は
浴
び
な
け
れ
ば
浴
び

な
い
ほ
ど
良
い
。

未
完
で
危
険
な
技
術

　

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、「
安
全
神
話
」
を
振
り

ま
い
て
き
た
専
門
家
を
除

き
、
国
民
の
安
全
に
責
任
を

持
つ
専
門
家
を
総
結
集
し
、

強
い
権
限
を
持
つ
原
発
事
故

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

だ
。
事
故
の
収
拾
計
画
を
立

て
、
汚
染
地
域
の
放
射
能
の

き
め
細
か
い
測
定
や
居
住
環

境
の
調
査
、
被
曝
し
た
人
々

『
大
阪
歯
科
の
20
年
』
を
発

行
し
、
当
時
お
届
け
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
91

年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の

20
年
間
の
追
加
史
と
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
一
読
頂
き
た
く

送
付
し
ま
し
た
。

　

特
徴
は
、
そ
の
年
の
主
な

取
り
組
み
を
「
読
み
物
風
」

に
記
述
し
た
点
に
あ
り
ま

す
。
古
く
か
ら
協
会
を
支
え

て
頂
い
た
先
生
に
は
「
こ
ん

な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
な

ぁ
」
と
懐
か
し
さ
が
実
感
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
く
入
会
頂
い
た
先

　

１
９
７
１
年
４
月
18
日
、

１
０
０
人
の
会
員
を
擁
し
て

発
足
し
た
協
会
は
こ
の
４
月

18
日
、
創
立
40
年
を
迎
え
ま

し
た
。
記
念
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
『
40
年
記
念
誌

１
９
９
１
〜
２
０
１
０
年
の

20
年
史
』
を
発
行
し
ま
し

た
。
本
誌
は
91
年
５
月
に

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

被
爆
科
学
者
・
沢
田
昭
二
氏
が
語
る

原
発
汚
染

原
発
汚
染
３

基
準
以
下
で
も
被
曝
障
害
発
症

一
刻
も
早
い
原
発
終
息
と
政
策
転
換

第
47
回
通
常

評
議
員
会

新
理
事
長
に
小
澤
力
氏
選
出　
第
３
回
理
事
会

協
会
の
理
念
を
全
力
挙
げ
て

『
40
年
史
』を
発
行

会員の権利守り医療充実に全力
11・12年度方針や役員など決める

小
お

澤
ざわ

力
つとむ

 新理事長の抱負

本紙同封


